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プログラム

13:00～ 開会挨拶

17:00 閉会挨拶

13:05～ 日本医療研究開発機構（AMED）及びジャパン・キャンサーリサーチ・プロジェクトについて

13:15～ 次世代がん医療創生研究事業からの成果
座長 ： 宮園 浩平

iPS細胞技術を応用した薬剤抵抗性がんに対する治療戦略の開発
山田 泰広　東京大学

15:30～ 未来医療を実現する医療機器・システム研究開発事業からの成果
座長 ： 堀田 知光

スマート治療室における神経膠腫に対する積極的な摘出手術
村垣 善浩　東京女子医科大学

15:55～ 臨床ゲノム情報統合データベース整備事業からの成果
座長 ： 堀田 知光

ゲノムの理解に基づく、一人一人に最適ながん医療の展開
中釜 斉　国立がん研究センター

16:20～ 特別講演
座長 ： 堀田 知光

がん研究への患者参画に向けて
天野 慎介　全国がん患者団体連合会

13:40～ 革新的がん医療実用化研究事業からの成果
座長 ： 宮園 浩平

肺がんにおける個別化医療の確立を目指して
「遺伝子変化を特定して、有効性の高い治療薬を患者さんへ届ける！」
後藤 功一　国立がん研究センター

血中タンパク質AIMによる新しい肝細胞がん治療法および診断法の開発
新井 郷子　東京大学

プログラム・ディレクター
プログラム・スーパーバイザー

堀
ほっ

田
た

 知
とも

光
みつ

　AMEDが進めるジャパン・キャンサーリサーチ・プロジェクトは、2014
年に始まった「がん研究10か年戦略」に準じてがんの本態を明らかにし、
その成果に基づいて予防・診断マーカーや革新的な治療薬などの開発を
目指すプロジェクトです。
　本成果発表会では、がん研究はどこまで進んでいるのか、これからの
がん医療はどのように変わるのかについて、旬な研究を紹介します。講演
は昨年に続いてリモコン・アンケートで会場の皆さんとのコミュニケーショ
ンが図れるようにしました。また、ポスター発表は午後の休憩時間にたっ
ぷりと時間を取って、発表者とじかに質疑ができる企画としました。さら
に、特別講演として患者団体からがん研究への期待や患者の参画につい
てお話しいただきます。
　社会のニーズに応えるがん研究には、患者・市民の皆さんのご理解とご
協力、さらにはご参加が大切です。本成果発表会がご参加の皆さまとの
出会いの場になれば幸いです。どうぞ最後までお楽しみ下さい。

日本医療研究開発機構（AMED）

理事長　末
すえ

松
まつ

 誠
まこと

　現代は2 人に1人はがんになる時代です。一方でさまざまな治療法が
開発され、がんを取り巻く状況も一昔前とは大きく変わってきています。
　AMEDの使命は、医療分野の研究成果を一刻も早く実用化し、患者さ
んやご家族のもとにお届けすることにあります。また、生命を延ばす医療
だけではなく、一人一人の生活や人生の質の向上にも寄与する研究開発
成果を生み出すことも重要です。
　日本はがん研究分野で世界をリードする成果を創出してきています。
AMEDは省や事業の壁を越えて組織全体で、あらゆる方向からがん研
究に取り組んでいます。がんゲノム医療の元年となる2018 年を迎えて、
今回の成果発表会では、その一端をご紹介いたします。また、海外で既に
行われている、がん研究に患者さんも一緒に協力する仕組みについても、
少しご紹介いたします。
　これからもがん研究にますますのご理解、ご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

プログラム・スーパーバイザー

宮
みや

園
ぞの

 浩
こう

平
へい

　がんの臨床は現在、革命的な変化の時期を迎えています。肺の腺がん
は十数年前までは従来の抗がん剤ではほとんど効果がありませんでした。
しかし、21世紀に入って肺腺がんの進行に中心的な役割を果たす遺伝
子の異常が見つかり、これらの異常な遺伝子の働きを抑える薬が続々と
開発されてきました。その結果、肺腺がんの患者さんがこれらの薬によっ
て劇的に改善するケースが見られるようになってきました。この分野で多
くの日本人研究者ががん研究に関わり、画期的な成果を挙げてきたこと
はよく知られています。
　新たな治療法を創出するまでには長い時間を要するとよくいわれます。
一方で、私たちはがんの治療法が着実に進んでいることを実感していま
す。本成果発表会ではがん研究の最新の成果について紹介させていただ
く機会となることを期待します。

ご挨拶

▶P4

▶P5

▶P6

▶P7

▶P8

▶P9

14:30～
※研究者が研究ポスター前に立ち、ご説明いたします。 ▶P2、3

▶P10～31

研究ポスター発表 （休憩）
研究ポスター　配置
研究ポスター　発表
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ポスター 会場案内 MAP

番号 所属氏名

東京大学山田 泰広

国立がん研究センター後藤 功一

東京大学新井 郷子

国立がん研究センター中釜 斉

全国がん患者団体連合会天野 慎介

国立国際医療研究センター／東京大学進藤 英雄

東北大学山本 雅之

東京大学坂本 毅治

慶應義塾大学佐藤 俊朗

慶應義塾大学河上 裕

札幌医科大学鳥越 俊彦

東京大学浦野 泰照

国立がん研究センター落谷 孝広

大阪大学高倉 伸幸

東京大学滝田 順子

大阪市立大学大谷 直子

国立がん研究センター戸塚 ゆ加里

国立がん研究センター岩崎 基

愛知県がんセンター松尾 恵太郎

東京大学松島 綱治

国立がん研究センター葉 清隆

東京大学佐藤 雅昭

京都大学溝脇 尚志

国立がん研究センター木下 貴之

京都府立医科大学髙山 浩一

名古屋大学早川 文彦

埼玉医科大学濱口 哲弥

東京女子医科大学村垣 善浩
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iPS細胞技術を応用した
薬剤抵抗性がんに対する
治療戦略の開発

東京大学医科学研究所 
教授

山
やま

田
だ

 泰
やす

広
ひろ

この研究で患者さんに届けたいもの
iPS細胞技術を応用した分子標的薬と免疫療法の組み合わせにより、薬剤抵抗性を示すがんの治療戦略開発を
目指しています。全く関連がないように見える異分野の技術でも、その分子メカニズムを深く理解しがん研究と
融合させることで、新しいアプローチでの革新的ながん治療開発につながる可能性が出てきました。応用研究と
並行して幅広い領域での基礎的な研究を進め、革新的ながん治療法開発を目指します。

肺がんにおける個別化医療の
確立を目指して

「遺伝子変化を特定して、有効性の高　 
 い治療薬を患者さんへ届ける！」

国立がん研究センター東病院　
呼吸器内科 科長

後
ご

藤
とう

 功
こう

一
いち

成
果
発
表

成
果
発
表

次
世
代
が
ん
医
療
創
生

研
究
事
業
（
領
域
B
）

革
新
的
が
ん
医
療
実
用
化

研
究
事
業
（
領
域
3
）
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血中タンパク質AIMによる新しい
肝細胞がん治療法および診断法の開発

東京大学大学院医学系研究科 
疾患生命工学センター 准教授

新
あら

井
い

 郷
さと

子
こ

この研究で患者さんに届けたいもの
【１】 AIMによる肝細胞がん治療法の開発
現在、肝細胞がん治療は、肝切除やラジオ波焼灼療法など、安全で効果的な治療法がありますが、一方でこれらの
方法には、再発のおそれや、外科的処置は患者さんの負担が大きいという問題もあります。AIMは元々私たちの
体の中にあるタンパク質なので、副作用が少なく、また正常細胞には影響を与えないという利点があります。AIM
による肝細胞がん治療を従来の治療方法と併用することで、再発予防の効果が期待でき、より良い肝細胞がん治
療の実現を目指します。

【２】 AIMによる脂肪肝由来肝細胞がん診断法の開発
最近、肥満や脂肪肝などが原因で起こる肝細胞がんが増えてきているにもかかわらず、それを簡単に調べる方法
がありませんでした。新しい薬をつくるためには、基礎研究の後、創薬および臨床試験（治験）をおこなうため非常
に長い時間がかかりますが、診断薬は比較的短い期間で実用化が可能です。私たちの発見した診断法で、早期発見・
早期治療に貢献いたします。

スマート治療室における
神経膠腫に対する積極的な摘出手術

東京女子医科大学
先端生命医科学研究所
先端工学外科学分野／
脳神経外科学分野 教授

村
むら

垣
がき

 善
よし

浩
ひろ

革
新
的
が
ん
医
療
実
用
化

研
究
事
業（
領
域
1
）

未
来
医
療
を
実
現
す
る
医
療
機

器
・
シ
ス
テ
ム
研
究
開
発
事
業

成
果
発
表

この研究で患者さんに届けたいもの
術中画像を核としたスマート治療室SCOTが、各種術中情報を提供し、より少ないリスクで、平均値の高い治療実
行をサポートします。システム化すれば世界中に広め、多数の患者さんへ低侵襲治療を実行できます。
神経膠腫や治りにくいがんに対して、SCOTによる積極的摘出のみならず、標準治療（化学療法や放射線治療）に
加えて、新たな新規国産治療（音響力学的療法やワクチン等）を開発し、患者さんの生存期間を最大限に延長した
いと思っています。



ゲノムの理解に基づく、
一人一人に最適ながん医療の展開

国立がん研究センター
理事長

中
なか

釜
がま

 斉
ひとし

全国がん患者団体連合会
理事長

天
あま

野
の

 慎
しん

介
すけ
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がん研究への患者参画に向けて

臨
床
ゲ
ノ
ム
情
報
統
合
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ー
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ス
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事
業

成
果
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別
講
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がん疼痛克服を目指して
～新しい鎮痛薬開発候補～

国立国際医療研究センター　
脂質シグナリングプロジェクト 
副プロジェクト長／
東京大学大学院医学系研究科
脂質医科学連携講座 准教授

進
しん

藤
どう

 英
ひで

雄
お

この研究で患者さんに届けたいもの
研究を発展させて、新しい鎮痛薬によるがん疼痛からの解放を目指しています。そのポイントは2つあります。
①LPCAT2阻害剤開発 : 新しい化合物
② PAF 受容体阻害剤開発 : 既に多くの製薬企業が喘息薬などとして開発していますが、薬になっていません。　 
　鎮痛薬として再評価できます。既存薬の見直し。

抗がん剤・放射線治療抵抗性がんを
標的としたNRF2阻害剤の開発

東北大学大学院医学系研究科
医化学分野 教授

山
やま

本
もと

 雅
まさ

之
ゆき

この研究で患者さんに届けたいもの
治療抵抗性（抗がん剤や放射線治療が効かなくなること）は、がんの治療において大きな障壁です。私たちは、 
治療抵抗性の原因となっているNRF2の阻害剤を開発することによって、がん細胞の治療抵抗性を弱め、がん
の治療効果を上げたいと考えています。

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表

研
究
ポ
ス
タ
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究
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がん細胞と正常細胞の間で起こる
がん悪性化サイクルを止める
治療法の開発

東京大学医科学研究所
人癌病因遺伝子分野 助教

坂
さか

本
もと

 毅
たけ

治
はる

 

この研究で患者さんに届けたいもの
がんの組織中では、がん細胞が正常細胞を利用し、がん細胞にとって好ましい環境を作っています。
このがん細胞−正常細胞の悪性化サイクルにより、がんの増殖、転移を引き起こします。また、この悪性化サイク
ルにより、がん細胞を狙った薬が効きにくくなる（治療抵抗性）ことも分かっています。
そこで私たちは、このがん悪性化サイクルに着目した研究を行い、がん細胞、正常細胞で働くMint3というタン
パクを見つけました。Mint3の機能を抑えることにより、がん細胞−正常細胞の悪性化サイクルが抑えられ、肺がん、
乳がん、膵臓がんなど、様々ながんの増殖や転移が抑えられることが分かってきています。
現在、1日でも早く患者さんに使うことのできるMint3の機能を抑える薬を届けられるよう、研究開発を進めています。

膵がんオルガノイドによる
細胞増殖物質の必要性に着目した
膵がんの機能解析

慶應義塾大学医学部
内科学（消化器）教室  准教授

佐
さ

藤
とう

 俊
とし

朗
ろう

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表

次
世
代
が
ん
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療
創
生
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究
事
業
（
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域
B
）

次
世
代
が
ん
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療
創
生

研
究
事
業
（
領
域
B
）
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この研究で患者さんに届けたいもの
日本では高齢化とともに2人に1人ががんに罹ると予想され、新しいがんの予防・診断・治療法の開発が期待され
ています。がんは患者さんごとに性質が異なるので、それに基づいて（精密医療：precision medicine）、手術、抗が
ん剤、放射線治療、そして免疫療法などをうまく使い分けて（個別化治療：personalized therapy）、また併用して
治療する（集学的治療）ことが重要です。私たちの研究は、効果的な個別化・複合がん免疫療法開発の科学的基盤
をつくることを目指しています。そのためには、患者さんからの貴重ながんや血液を使わせていただくことが必要です。
患者さんや市民の皆様のご理解とご協力を得て、皆で一緒に、がんと戦う方法を開発していきたいと願っております。

免疫療法の効果予測マーカー・
治療標的の探索

慶應義塾大学医学部
先端医科学研究所
細胞情報研究部門 教授

河
かわ

上
かみ

 裕
ゆたか

がんの女王バチ細胞を標的とした
免疫療法の開発

札幌医科大学医学部
病理学第一講座 教授

鳥
とり

越
ごえ

 俊
とし

彦
ひこ

この研究で患者さんに届けたいもの
①副作用が少なく、身体にやさしいがん治療。容姿にもほとんど影響を与えない薬を目指します。
②特殊な設備を備えた病院ではなく、一般クリニックの外来で受けることのできるがん治療。
③費用が安価ながん治療。All Made in Japanを目指します。
④がん治療だけでなく、手術後の再発や転移を予防する効果の高いがん治療。
⑤大腸がんだけでなく、膵臓がんや乳がんなどのさまざまながんにも適応されるがん治療。
⑥日常生活を損なうことなく、10 年以上の延命効果が得られるがん治療。
⑦日本だけでなく、世界中の人々に幸せを届けられるがん治療。

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
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研
究
ポ
ス
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究
事
業
（
領
域
C
）

次
世
代
が
ん
医
療
創
生

研
究
事
業
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域
C
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化学の力で
見えないがんを見つける

東京大学大学院
薬学系研究科 教授

浦
うら

野
の

 泰
やす

照
てる

この研究で患者さんに届けたいもの
がんを選択的・かつ迅速に可視化することで、精確で見逃しのないがん検診、外科・内視鏡手術を実現します。

がん細胞の目印は血液にあり！
～体液を用いたがん診断の開発へ～

国立がん研究センター研究所
分子細胞治療研究分野
分野長

落
おち

谷
や

 孝
たか

広
ひろ

この研究で患者さんに届けたいもの
体液中に存在するエクソソームを検査することで、がん診断が行えるように、がん細胞が分泌するエクソソームの
特徴を明らかにして、それを見極める最適な方法を開発します。結果、早期診断が可能となり、早期の治療により
死亡者数を減少させることを目指しています。

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表

研
究
ポ
ス
タ
ー
発
表

次
世
代
が
ん
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療
創
生

研
究
事
業
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次
世
代
が
ん
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療
創
生

研
究
事
業
（
領
域
D
）
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腫瘍内血管の正常化により
抗がん剤の腫瘍内への送達性を
改善する治療薬の開発

大阪大学微生物病研究所
情報伝達分野 教授

高
たか

倉
くら

 伸
のぶ

幸
ゆき

小児T 細胞性急性リンパ性白血病に
おける悪性度に関与する
SPⅠ1 新規融合遺伝子の発見

東京大学医学系研究科
小児科学講座 准教授

滝
たき

田
た

 順
じゅん

子
こ

この研究で患者さんに届けたいもの
小児のT-ALLでは、これまで予後を予測するバイオマーカーは同定されていませんでした。本研究で見いだされ
た新規SPⅠ1 融合遺伝子は、新規の予後予測バイオマーカーとなることが期待され、かつこの群に対する治療の
強化は小児T-ALLの治療成績の向上に寄与するものと思われます。
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腸内フローラと疾患
～肥満で増える腸内細菌が肝がんを　 
　促進するメカニズム～

大阪市立大学大学院
医学研究科分子生体医学講座
病態生理学 教授

大
おお

谷
たに

 直
なお

子
こ

がんの要因を明らかにして
予防法を考える

国立がん研究センター研究所
発がん・予防研究分野
ユニット長 

戸
と

塚
つか

 ゆ
ゆ
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か
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り
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この研究で患者さんに届けたいもの
我が国は3人に1人が「がん」で死亡するがん大国で
す。発がん要因の約60％は環境因子であることが指
摘されており、これら発がん要因から身を守り、がん
にならないようにする「がん予防」という概念は、がん
罹患率を激減させるための有効な方法です。本研究
により、環境要因とヒト発がんとの関係を明らかにす
る手法を確立し、がんの有効な予防法の開発に繋げ
たいと考えています。
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がんの個別化予防に繋がる
リスク予測モデルの開発

国立がん研究センター
疫学研究部 部長

岩
いわ

崎
さき

 基
もとき

個人の生活習慣と遺伝的リスクを
考慮した乳がん予防法の開発研究

愛知県がんセンター研究所
遺伝子医療研究部 部長

松
まつ

尾
お

 恵
けい

太
た

郎
ろう

この研究で患者さんに届けたいもの
この研究では個別乳がんリスク予測法の開発と、実用化を評価する研究を行いました。こうした研究をさらに進
めることで、個々人がご自身の生活習慣と遺伝的リスクを考慮した乳がんのリスクを正確に把握できるようになり、
その人にあった乳がん予防を実践できる社会にしたいと思っています。
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逆転の発想：
がんに負けている生体をリセットして、
がんに打ち克つ

東京大学大学院医学系研究科
分子予防医学教室 教授

松
まつ

島
しま

 綱
こう

治
じ

この研究で患者さんに届けたいもの
副作用のない革新的な医薬品としての期待が高まる中、AMED革新的がん医療実用化研究事業の支援を受け、
ヒト用に開発したヒト化抗CD4 抗体（IT1208）の固形がん患者さんを対象とした臨床試験が始まっています。
現在の医学で治療法が見つかっていないがん患者さんに、画期的新薬としてできるだけ早くIT1208をお届け
します。

MET肺がんにおける
新しい個別化医療の開発

国立がん研究センター東病院　
呼吸器内科 医長

葉
よう

 清
きよ

隆
たか

この研究で患者さんに届けたいもの
私たちの研究班は、MET肺がんの患者さんの新しい個別化医療の開発を目標としています。
よりよい個別化医療の実現のためには、肺がんの患者さんごとの遺伝子変化を見つけることが大切です。
この研究が進展すれば、MET肺がんの患者さんにより適した分子標的治療を届けることにつながります。
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さらなる治療成績の改善と副作用の低減を目指し
様々な方向から短時間・高精度に病変を照射
＜革新的放射線治療 Dynamic WaveArc：DWA＞

京都大学大学院医学研究科
放射線腫瘍学・画像応用治療学 
教授

溝
みぞ

脇
わき

 尚
たか

志
し

この研究で患者さんに届けたいもの
● 新しい放射線治療 Dynamic WaveArc（DWA）により上下方向を含めた様々な方向から連続して放射線を 
 あてることが可能となり、正常組織を守りつつ、病変にしっかりと照射できるようになりました。　
● 高い精度をもって実施できる最先端の放射線治療です。しかも放射線が出ている時間は1分程度と短く、患者  
 さんへの負担は極めて軽いです。
● 今後 DWA を様々ながんに応用できるよう、またさらなる治療成績の改善と副作用の低減を目指して研 
 究をすすめていきます。

肺に地図を描き、
精密な切除を可能にする
VAL-MAP（virtual-assisted lung mapping）

東京大学病院 呼吸器外科
講師

佐
さ

藤
とう

 雅
まさ

昭
あき

この研究で患者さんに届けたいもの
早期肺がんなどの肺病変を、可能なかぎり体への負担を少なくし適切かつ精密に切除するための手術支援法を研究・
提案しています。術前、気管支鏡下に肺表面に色素で複数の印をつけるVAL-MAPは、まもなく一般の医療として
国民のみなさんに受けていただける見込みです。
VAL-MAPの発展型として、電磁気誘導気管支鏡の応用や、マイクロコイルを併用し深部病変にも対応するVAL-
MAP2の臨床試験がまもなくスタートします。またVAL-MAPと単孔式胸腔鏡を併用した術式はすでに臨床現
場でおこなわれています。
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切らずに治す
早期乳がん治療法の開発

国立がん研究センター
中央病院 乳腺外科 科長

木
きの

下
した

 貴
たか

之
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この研究で患者さんに届けたいもの
日本の乳がん検診受診割合は年々向上してきていま
すが、海外と比較すると未だに低いのです。
この治療法が安全に広く普及することで乳がんも早
期発見されれば、その治療も簡単に終わらせること
が可能になります。
病気を恐れずにがん検診を利用しましょう！

低い日本の検診受診率（50～69歳）

厚生労働省：がん検診受診率50％達成に向けた集中キャンペーンホームページより

がんになっても体を動かそう！

京都府立医科大学
呼吸器内科学 教授

髙
たか

山
やま

 浩
こう

一
いち

この研究で患者さんに届けたいもの
患者さんに最も届けたいメッセージは「がんになっても安静にしておく必要はない」ということです。安静にして
いたら筋力は落ちていくばかりです。この研究では、筋力を維持するために抗がん剤治療を受けながらでも続け
ることができる運動療法と栄養療法をお示しします。適切な運動と正しい栄養補給によって、できる限り治療を
続けながら、介護が不要な状態で長生きしましょう。
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小児の治療法を取り入れ
成人白血病の治療成績を
改善する研究

名古屋大学医学部附属病院
血液内科 講師

早
はや

川
かわ

 文
ふみ

彦
ひこ

この研究で患者さんに届けたいもの
私たちはこうした研究を通じて白血病の原因解明、より治癒率の高い治療法の開発を目指し、白血病に苦しむ患
者さんのお役に立てるよう努力いたします。

治癒困難な高齢大腸がんの方に適した
抗がん剤治療法の確立のための研究

埼玉医科大学国際医療センター
消化器腫瘍科 教授

濱
はま

口
ぐち

 哲
てつ

弥
や

この研究で患者さんに届けたいもの
本試験を通じて高齢患者切除不能進行大腸がんに適した抗がん剤治療が確立できると考えています。
この試験で試験治療群の優越性が示された場合には、非高齢者と同様にオキサリプラチンを併用することが、
反対に、オキサリプラチン併用の有用性が証明されない場合にはフルオロピリミジン＋ベバシズマブ療法が適
切であることが明確となります。試験の結果を活用することで、オキサリプラチン投与による手足のしびれなど
の副作用を避けることができ、かつ高価なオキサリプラチン投与の抑制を介して医療経済にも貢献できると考
えています。特に我が国は、世界に例を見ない速度で高齢化が進んでいますので、このような高齢者を対象とし
た研究の価値は高いと考えています。
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